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現
在
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
の
居
住

費
と
食
費
は
、
介
護
保
険
の
保
険
給
付
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
、
施
設
入
所
者
と
在
宅

利
用
者
の
利
用
負
担
の
公
平
性
を
は
か
る
た

め
、
本
年
（
平
成
17
年
）
10
月
か
ら
施
設
給

付
の
う
ち
居
住
費
や
食
費
等
は
保
険
給
付
の

対
象
外
と
な
り
利
用
者
が
自
己
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
者
が
新
た
に
負
担
す
る
居
住
費
や
食

費
等
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
下
表
の
基
準

費
用
額
を
参
考
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供

す
る
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
）
が
定
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
契
約
に
基
づ
き
、
居
住
費
や
食
費
等
に
つ

い
て
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
直
接
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
施
設
等
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
居
住
費
や
食
費
等
に
つ
い
て
、
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
と
新
た
に
契
約
を
結
び
な
お

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

•介護保険施設（特別養護老人ホーム・介
護老人保健施設・介護療養型医療施設）
………………………………居住費、食費
•ショートステイ（短期入所生活介護・短
期入所療養介護）
　………………………………滞在費、食費
•デイサービス（通所介護）、デイケア（通
所リハビリテーション）
　………………………………食費

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
け
る
保
険
給
付
の

見
直
し
に
よ
っ
て
、
低
所
得
の
方
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、
所
得
に

応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
、
保
険
給

付
の
対
象
外
と
な
る
居
住
費
や
食
費
等
の
自

己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
利
用
者
負

担
段
階
の
設
定
）

•

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
介
護
保
険
給

付
の
１
ヶ
月
の
利
用
料
（
か
か
っ
た
費
用
の

１
割
の
自
己
負
担
）
の
合
計
額
が
一
定
額
以

上
と
な
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
所
得

に
応
じ
た
自
己
負
担
上
限
額
が
、
利
用
者
負

担
段
階
の
設
定
に
よ
り
見
直
さ
れ
ま
す
。

•

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
利
用
者
負

担
第
２
段
階
に
該
当
す
る
方
は
、
負
担
限
度

額
が
２
万
４
６
０
０
円
か
ら
１
万
５
０
０
０

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。（
下
表
）

注
）
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医

療
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
第
１
段
階
・
第

２
段
階
は
日
額
４
９
０
円
、
第
３
段
階
は
日
額

１
３
１
０
円
で
す
。

※
個
室
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
、
準
個
室
は
ユ
ニ

ッ
ト
型
準
個
室
、従
来
型
は
従
来
型
個
室
で
す
。

＊
利
用
者
負
担
段
階
第
4
段
階
の
方
の
特
例

（
特
例
減
額
措
置
）

利
用
者
負
担
第
4
段
階
の
方
は
、
居
住
費
や
食

費
等
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
高
齢
夫

婦
世
帯
で
、
夫
婦
ど
ち
ら
か
の
方
が
施
設
に
入

所
し
て
居
住
費
や
食
費
等
を
負
担
し
た
結
果
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
配
偶
者
が
生
計
困
難
に

陥
ら
な
い
よ
う
、
利
用
者
負
担
段
階
を
第
3
段

階
に
変
更
す
る
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

（
特
例
措
置
を
受
け
る
為
に
は
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

平
成
17
年
10
月
か
ら　

介
護
保
険
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

○
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る

際
の
保
険
給
付
が
見
直
さ
れ
ま
す

○
利
用
者
が
自
己
負
担
と
な
る
居

住
費
や
食
費
等
の
基
準
費
用
額

利用者の自己負担となるもの

国が示す基準費用額（特別養護老人ホームの場合）

注 )介護老人保健施設・介護療養型医療施設は、日額 1,640円です。

居住費の基準費用額 食費の基準費用額

ユニット型個室 　　日額　１, ９７０円

日額　１, ３８０円
ユニット型準個室 　　日額　１, ６４０円

従来型個室 注 ) 日額　１, １５０円

多床室 　　日額　　　３２０円

（厚生労働省ホームページから転載）

○
低
所
得
者
の
方
に
は
負
担
限
度

額
が
設
け
ら
れ
ま
す

○
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

者
負
担
上
限
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

利用者負担段階ごとの対象者の要件とその負担限度額（特別養護老人ホームの場合）

※軽減を受けるためには申請手続きが必要となりますので介護保険課までご相談ください。

利 用 者 負 担 段 階 負　担　限　度　額

区　　分 対　　　象　　　者 居　　住　　費 食　　　費

第１段階
•市民税非課税世帯で老齢福祉
年金を受給されている方
•生活保護を受給されている方

個　室　日額　　８２０円

日額３００円
準個室　日額　　４９０円

注 ) 従来型　日額　　３２０円

多床室　日額　　　　０円

第２段階
•市民税非課税世帯の方で合計
所得金額と課税年金収入額の
合計が年間８０万円以下の方

個　室　日額　　８２０円

日額３９０円
準個室　日額　　４９０円

注 ) 従来型　日額　　４２０円

　多床室　日額　　３２０円

第３段階

•市民税非課税世帯の方で上記
第２段階以外の方
•市民税課税層における特例減
免措置が適用となる方＊

　個　室　日額　１, ６４０円

日額６５０円
準個室　日額　１, ３１０円

注 ) 従来型　日額　　８２０円

多床室　日額　　３２０円

第４段階 •上記以外の方 負担限度額なし 負担限度額なし

（平成17年９月利用分まで） （平成17年10月利用分から）
対　　象　　者 上限額（月額）

•市民税非課税世帯で老齢福祉
　年金を受給されている方
•生活保護を受給されている方

１５,０００円

•市民税非課税世帯の方 ２４,６００円

•上記以外の方 ３７,２００円

利用者負担段階 上限額（月額）

利用者負担
第１段階 １５,０００円

利用者負担
第２段階 １５,０００円

利用者負担
第３段階 ２４,６００円

利用者負担
第４段階 ３７,２００円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
保
険
課
（
介
護
管
理
係
）

　
内
線　
１
４
１
・
１
４
２



千
人
お
ど
り

し
も
つ
ま

　
　

砂
沼
の
花
火

大
人
神
輿
連
合
渡
御

千
代
川
村
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
連
合
渡
御

記
念
花
火
に
感
謝
状

鬼
怒
川
流
域
交
流

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
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今
年
の
夏
は
、
現
下
妻
市
・
千
代
川
村
と
し
て
最
後
と
な
る
夏

祭
り
が
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
は
合
併
し
て
最
初
の
夏
祭
り
と
な
り
、
新
「
下
妻
市
」
と

し
て
の
新
し
い
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。

　

８
月
６
日
に
、
市
内
中
心
市
街

地
を
会
場
に
14
の
地
区
、
17
の
事

業
所
な
ど
か
ら
約
1
１
０
０
人
の

踊
り
手
が
参
加
し
、
下
妻
ま
つ
り

”
千
人
お
ど
り
“
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

レ
ゲ
エ
や
和
太
鼓
・
三
味
線

の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
、
３
０
０
０

発
の
花
火
が
湖
上
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
光
と
音
楽
の
演
出
に
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

８
月
20
日
に
は
、
下
妻
の
夏
祭

り
の
最
後
を
飾
る
大
人
神
輿
連
合

渡
御
が
常
陽
銀
行
前
を
中
心
と
す

る
市
内
中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と

と
も
に
、
神
輿
２
基
、
山
車
３
基
、

ね
ぶ
た
１
基
が
会
場
を
勇
壮
に
練

り
歩
き
ま
し
た
。「
来
年
は
合
併

に
よ
り
祭
り
の
か
た
ち
が
少
し
変

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
柴
森

孝
夫
実
行
委
員
長
か
ら
む
す
び
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

不
動
宿
ひ
ょ
っ
と
こ
、
高

円
寺
志し

留る

波ば

阿あ

連
の
阿
波
踊

り
、
多
賀
谷
囃
子
は
ま
つ
り

の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
下

妻
シ
ッ
チ
ョ
メ
・
下
妻
小
唄

を
踊
り
歩
く
、
お
そ
ろ
い
の

衣
装
や
カ
ラ
フ
ル
な
浴
衣
が

街
を
彩
り
ま
し
た
。

　

踊
り
が
終
わ
る
と
、
次
は

砂
沼
湖
上
で
花
火
。

　

７
月
30
日
、
地
域
の
活
性
化

と
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
を
目
的

に
、
第
５
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
連

合
渡
御
が
千
代
川
役
場
通
り
・
中

央
公
民
館
広
場
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

神
輿
７
基
、
山
車
６
基
と
た
く

さ
ん
の
観
客
が
会
場
を
う
め
つ
く

し
、
千
代
川
村
の
最
後
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

8
月
18
日
、
昭
和
47
年
度
下

妻
中
学
校
卒
業
生
同
窓
会
（「
オ

ー
イ
み
ん
な
元
気
か
い
！
」
会
長 

塙　

正
明
さ
ん
）
に
記
念
花
火
の

功
績
と
し
て
、
市
商
工
会
（
外
山

崇
行
会
長
）
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
記
念
花
火
は
、
平
成
９

年
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
と
い
う
熱
意
と
ふ
る
さ

と
を
離
れ
た
友
に
向
け
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
は
じ
ま
り
、
現
在
の

記
念
花
火
の
先
が
け
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

８
月
７
日
、
第
10
回
鬼
怒
川
流

域
交
流
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
茨
城
県
予

選
会
が
、
千
代
川
村
鬼
怒
川
大
形

橋
上
流
左
岸
を
会
場
に
、
66
チ
ー

ム
（
一
般
の
部
・
54
チ
ー
ム
、
女

性
の
部
・
７
チ
ー
ム
、
小
学
生
の

部
・
５
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

鬼
怒
川
に
つ
く
ら
れ
た
3
０
０

ｍ
の
コ
ー
ス（
1
５
０
ｍ
を
往
復
）

で
競
技
が
行
わ
れ
、
一
般
の
部
に

市
内
か
ら
６
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
暑
さ
に
負
け
ず
健
闘
し
ま

し
た
。

　８月１０日に、第６回合併協議会が市役所会議室で開催
され、次の事項について協議並びに報告がされました。

○特別職の報酬の取扱いについて（継続協議）
　特別職の報酬について、引き続き協議されました。

○合併協議会規約等に関する協議書の一部変更について
○国民健康保険事業の取扱いの調整内容について
○各種事務事業（保健衛生事業・高齢者福祉事業・児童
　福祉事業・環境衛生事業・商工観光関係事業・建設関
　係事業・上水道事業・下水道事業）の取扱いの調整内
　容について
○合併協議会新市特別職報酬等審議小委員会の審議結果
　について

なお、今回の協議会の結果を受け、合併後次のとおり事
業内容が変更になる予定です。

①人間ドック等検診助成事業では、骨粗しょう症検診補
助金を廃止し、それに代わり骨粗しょう症集団検診を
実施する予定です。（国民健康保険事業）

②一人暮らし老人給食サービス事業では、新たに一人暮
らしの高齢者宅に乳製品を配布する愛の定期便事業
（現行千代川村実施）を実施する予定です。（高齢者福
祉事業）

③生ごみ処理機器購入の補助を受ける際は、本市に住所
を有し居住している者で、かつ補助金申請時に市税等
を滞納していない者となります。（環境衛生事業）

④土砂等による土地の埋立・盛土・たい積の規制対象が
500 ㎡以上 5,000 ㎡未満（現行 300 ㎡以上 5,000 ㎡
未満）の土地になります。（環境衛生事業）

⑤水道関係手数料のうち、給水装置工事事業者の指定申
請手数料が 1件につき、10,000 円に（現行 4,000 円）
なります。（上水道事業）

※詳細については、合併協議会だよりでご覧になれます。

「下妻の夏まつり」の写真を市役所本
庁舎１階市民ホールで、９月21日ま
で展示いたします。
なお、展示している写真を、１人１枚
先着順で差し上げます。
受け付けは、９月12日からです。

感謝状を受けた同窓会の皆さん

合併を祝う　うちわを背に

　不動宿ひょっとこ（市指定無形民族文化財）　不動宿ひょっとこ（市指定無形民族文化財）

市消防団第６分団総上チーム大健闘 22位

見事に揃った踊り

メイン会場に神輿２基が集結千代川村中央公民館広場で メイン会場に神輿２基が集結

見事に揃った踊り感謝状を受けた同窓会の皆さん

市消防団第６分団総上チーム大健闘 22位

合併を祝う　うちわを背に

下妻市・千代川村合併協議会
第６回協議会　８月10日

■協議事項

■報告事項

研
栖
だ
鍵
㊩
躍
ね
撝
わ
鍵
ù
が
¡



全
種
目
、
全
力
で
戦

い
上
位
を
狙
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

茨
城
県
、
下
妻
市
の

代
表
と
し
て
の
誇
り

と
感
謝
の
心
を
も
っ

て
精
一
杯
の
レ
ー
ス

を
し
て
き
ま
す
。

●●W V広報しもつま９月号広報しもつま９月号

８
月
８
日
〜
10
日　

山
梨
県
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館

（
甲
府
市
）

﹇
男
子
団
体
﹈

東
部
中
学
校　

１
回
戦
敗
退

対　

竜
王
中
（
山
梨
県
）　

１
対
２

﹇
男
子
個
人
﹈

66
㎏
以
下
級

第
３
位　
　

松
﨑
直
輝
（
東
部
中
）

ベ
ス
ト
16　

樽　

隼
輝
（
東
部
中
）

81
㎏
以
下
級

ベ
ス
ト
16　

草
間
健
太
（
下
妻
中
）

﹇
女
子
個
人
﹈

70
㎏
以
上
級

ベ
ス
ト
８　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

８
月
12
日
・
13
日　

群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ぐ
ん
ま
ア

リ
ー
ナ
（
前
橋
市
）

﹇
女
子
団
体
﹈

優　

勝　

東
部
中
学
校　

増
田
実
奈
美
・
高
野
明
代
・
飯
野
美
咲
・
吉

井
真
美
・
生
井
沙
也
加
・
鉄
羅
沙
耶
・
戸
井

田
美
穂

﹇
女
子
個
人
﹈

ベ
ス
ト
16　

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

８
月
９
日
〜
11
日

横
浜
国
際
プ
ー
ル

女
子
2
０
０
ｍ
自
由
形

栗
島　

愛
（
下
妻
中
）
予
選
不
通
過　

女
子
2
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

黒
須
成
美
（
下
妻
中
）
予
選
不
通
過

女
子
4
０
０
ｍ
リ
レ
ー

栗
島　

愛
・
黒
須
成
美
・
川
下
美
香
子
・
鈴

木　

静
（
下
妻
中
）
予
選
不
通
過

８
月
７
日
〜
９
日　

栃
木
県
美
原
運
動
公
園
野
球
場
大
田
原
市
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク

東
部
中
学
校　

一
回
戦
敗
退

対　

矢
口
中
（
東
京
都
）　

９
対
17

８
月
22
日
〜
25
日

名
古
屋
市
総
合
体
育
館
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

66
㎏
以
下
級
（
１
回
戦
は
シ
ー
ド
）

２
回
戦　

松
﨑
直
輝
（
東
部
中
）

対　

深
田
祥
平
（
大
分
県
三
重
中
）
棄
権
勝

３
回
戦　

松
﨑
直
輝
（
東
部
中
）

対　

寺
西　

亮
（
北
海
道
永
山
中
）　

負

ベ
ス
ト
16

８
月
18
日
〜
20
日

三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
伊
勢
市
）

﹇
女
子
団
体
﹈

予
選
リ
ー
グ　

東
部
中　

対　

鹿
西
中
（
石
川
県
）

　

１
対
０　

勝

東
部
中　

対　

平
岡
南
中
（
兵
庫
県
）

　

０
対
２　

負

※
１
勝
１
敗
で
予
選
リ
ー
グ
敗
退

﹇
女
子
個
人
﹈

１
回
戦

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

対　

畑
澤　

咲
（
秋
田
県
八
郎
潟
中
）　

負

８
月
21
日
〜
23
日

三
重
県
営
鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
水
泳
場

女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形

９
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

25
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

女
子
8
０
０
ｍ
自
由
形

14
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

21
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

平成１７年度全国高等学校総合体育大会男子ソフトボール競技
が、８月７日から１１日の５日間、千葉県成田市で開催されました。
７日に開会式が実施され、８日から競技が始まり下妻二高は第

３試合に登場、多くの保護者やＯＢの皆さんが応援に駆けつけるな
か試合が始まりました。しかし、突然の雷雨により試合はノーゲー
ムとなり、翌日に順延されました。翌９日、同校は１回戦、２回戦
を順調に勝ち進み、ベスト 16に駒を進めましたが、優勝候補の一
角高知県代表校に敗れ、残念ながらベスト８は逃しました。
　優勝が新

にい
島
じま
学園高（群馬県代表）、準優勝が埼玉栄高（埼玉県代

表）という関東地区代表のチームが大活躍した大会であり、関係者
から「来年はさらに上の成績を目指してがんばってほしい」と期待
を込めた言葉が聞けました。

　

８
月
16
日
、
下
妻
中
・
東
部
中
の
生
徒
20

名
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
を
と
お
し
て
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
中
学
生
海
外
派
遣
」
の
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
に
際
し
、
小
倉
市
長
、
本
橋
教
育
長

か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
派
遣
団
員

を
代
表
し
て
、
塙┎
┉
┮　

美┞

咲パ
ゼ

さ
ん
（
下
妻
中
学

校
３
年
）
か
ら
誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
保
護
者
や
関
係
者
に
見

送
ら
れ
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
海
外
派
遣
は
8
月
16
日
か
ら
25
日

ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
等
を

見
学
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
の
中
学
校
で
の
授

　

９
月
10
日
（
土
）
か
ら
13
日
（
火
）
に
岡

山
県
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
る
第
60
回
国
民
体

育
大
会
夏
季
大
会
水
泳
競
技
の
部
に
市
内
の

中
学
生
が
2
名
出
場
し
ま
す
。

業
参
加
、
生
徒
と
の
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
よ
る
生
活
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

言
葉
や
習
慣
、
文
化
の
違
い
を
「
見
て
」

「
触
れ
て
」「
感
じ
た
」
生
徒
た
ち
の
貴
重
な

体
験
は
、
今
後
の
人
生
の
中
で
大
き
な
意
味

を
持
つ
で
し
ょ
う
。

高
橋
絵
理
紗
（
東
部
中
学
校
3
年
）

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
学
校
3
年
）

国
体
に
出
場

関
東
中
学
校
体
育
大
会
・
全
国
中
学
校
体
育
大
会
で
下
妻
の
中
学
生
大
健
闘

　
８
月
に
、
下
妻
中
学
校
・
東
部
中
学
校
の
水
泳
部
・
剣
道
部
・
柔
道
部
・
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

関
東
中
学
校
体
育
大
会
お
よ
び
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
出
場
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。

関
東
中
学
校
体
育
大
会
・
全
国
中
学
校
体
育
大
会
で
下
妻
の
中
学
生
大
健
闘

平
成
17
年
度

関
東
中
学
校
体
育
大
会

■
柔　

道

■
剣　

道

■
水　

泳

■
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

関東大会　剣道［女子団体］　優勝　東部中学校

■
剣　

道

■
水　

泳
下妻二高大健闘 ! ベスト16
インターハイ男子ソフトボール

研
栖
だ
賓
溝
蕩
の

公
諏
だ
侏
硯
Ñ
蒼
廿
ず
び
½
わ
A

平
成
17
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

■
元
気
に
行
っ
て
き
ま
す
■

■
か
け
が
え
の
な
い
体
験
■

ハミルトン市議会前でハミルトン市議会前で

全
国
中
学
校
体
育
大
会

■
柔　

道

国
体
に
出
場

高
橋
絵
理
紗
さ
ん

鈴
木　

茉
莉
さ
ん
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市
の
行
事
、
ま
ち
で
見
か
け
た
り

聞
い
た
り
し
た
、
わ
だ
い
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
㏈:
:
:
:

@

∭

ニ
ュ
ー
ス
は
、
広
報

広
聴
係　
　
　
ま
で

（　
　

 

）

内線
202

ま ち の わ だ い

キャラバン隊から園児に記念品が贈られた
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生
物
を
採
る　

の
3
コ
ー
ス
に
別
れ
、
初
め
て
の

体
験
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
採

取
し
た
生
物
は
鯉
、
鮒
、
ド
ジ
ョ

ウ
、
雷
魚
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
の
ヤ
ゴ
、

タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ
な
ど
24
種
類
に

も
お
よ
び
、
水
質
検
査
の
結
果
や

生
物
の
種
類
を
熱
心
に
メ
モ
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
採
っ
た
魚
を
さ
わ
る

こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
な
れ
る
に
つ
れ
見
る
か

ら
に
怖
い
雷
魚
ま
で
捕
ま
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
な
ど
に
生
息
す
る
生
物
を
調

べ
る
と
と
も
に
、
川
の
汚
れ
な
ど

か
ら
川
の
健
康
診
断
を
行
い
、
自

然
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
3
回
水

生
生
物
観
察
会
」
が
8
月
7
日
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

①
小
貝
川
で
舟
か
ら
投
網
で
生
物

　

を
採
る　

②
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
隣
の
池

　

か
ら
地
引
網
で
生
物
を
採
る　

③
道
の
駅
西
側
の
農
業
用
排
水
で

れ
た
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ
員
、
指
導

者
に
対
し
て
県
知
事
、
県
消
防
協

会
長
な
ど
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
当
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
の

広
瀬
一
江
さ
ん
が
茨
城
県
幼
少
年

婦
人
防
火
委
員
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
戸
市
の
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
や
保
育
園
児
、
茨
城
県
警
察

音
楽
隊
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
当
ク
ラ
ブ
の
塚
田
ヒ

ロ
子
さ
ん
が
指
揮
者
体
験
に
飛
び

　

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
「
茨

城
県
幼
年
少
年
婦
人
防
火
大
会
」

が
、
７
月
27
日
水
戸
市
民
会
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
思
想
の
普
及
と
民
間

消
防
組
織
の
結
成
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
当
市
か

ら
下
妻
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
飯

塚
は
つ
い
会
長
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
の
防
火
思
想
普
及
に
尽
力
さ

　

８
月
23
日
に
、
交
通
安
全
母
の
会
主
催
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
当
市

を
訪
れ
、
関
係
機
関
・
団
体
の
参
加
の
も
と
市
総
合
体
育
館
を
会
場
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
隊
長
か
ら
内
閣
官
房
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
横
瀬
助
役
に
手
渡
さ
れ
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
た
法

泉
寺
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏
が
セ
レ
モ
ニ
ー
に
華
を
添
え
ま

し
た
。
隊
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
安
全

教
育
の
普
及
・
浸
透
を
家
庭
か
ら
進
め
る
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と

い
う
活
動
指
針
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
全
国
各
地
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

常
総
線
快
速
の
一
番
列
車
が
下
妻

駅
に
到
着
、
同
日
開
業
し
た
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
な
ど

を
利
用
し
、
首
都
圏
に
通
勤
す
る

人
々
を
乗
せ
、
同
14
分
に
発
車
し

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
に
立
っ
た
下
妻
駅
の
助

役
は
、
停
車
位
置
や
周
囲
の
安
全

を
確
認
し
、
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
記
念
す
べ
き
一
番
列
車
を
送
り

出
し
ま
し
た
。（
表
紙
）

　

快
速
列
車
は
朝
夕
３
本
ず
つ
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
幅
な
時

間
短
縮
に
よ
り
、
通
勤
・
通
学
の

交
通
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

関
東
鉄
道
㈱
下
妻
駅

☎
44

－

２
６
５
９

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
森
に
灯
火
昆

虫
観
察
用
具
（
白
い
幕
を
広
げ
て

立
て
、
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
て
昆
虫

を
集
め
る
も
の
）
を
５
ヶ
所
に
設

置
し
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
・
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
・
ハ
ム
シ
・
カ
メ
ム
シ
な
ど

約
60
種
類
の
昆
虫
約
１
５
０
０
匹

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
大
桃
定
洋
先
生
（
農
学

博
士
）
か
ら
「
昆
虫
は
ほ
と
ん
ど

の
光
に
集
ま
り
ま
す
。
理
由
は
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
光
に
は
集
ま
り
ま
せ
ん
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
光
に
集
ま
る
昆

虫
を
夢
中
に
な
っ
て
見
な
が
ら
先

生
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
、
午
前
６
時
13
分
、

入
り
参
加
す
る
な
ど
、
県
内
で
防

火
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
々
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

秋の全国交通安全運動

期　間：９月２１日（水）
　　　　　　　　～３０日（金）
スローガン
ゆずろうよ　みんなもいつかは　高齢者

　

７
月
30
日
の
夜
に
、
小
貝
川
ふ

れ
あ
い
公
園
で
、
灯
火
に
集
ま
る

昆
虫
の
観
察
会
が
開
催
さ
れ
、
幼

児
や
小
学
生
な
ど
43
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

虫
の
標
本
作
り
（
講
師
・
石
島
篤

先
生
）
が
実
施
さ
れ
、
幼
児
や
小

学
生
な
ど
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

標
本
は
、
ク
ヌ
ギ
の
木
に
木
工

用
ボ
ン
ド
を
塗
っ
て
樹
液
が
出
て

い
る
様
子
を
表
現
し
、
キ
リ
で
穴

を
開
け
昆
虫
標
本
を
つ
け
、
ケ
ー

ス
に
入
れ
て
固
定
し
で
き
あ
が
り

ま
す
。
親
子
で
、
標
本
の
つ
け
る

位
置
を
相
談
し
た
り
、
キ
リ
で
の

穴
開
け
を
親
が
手
伝
っ
た
り
と
親

子
で
の
共
同
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
に

す
ば
ら
し
い
標
本
が
で
き
て
す
ご

く
満
足
し
て
い
ま
す
。」「
親
子
で

共
同
の
作
業
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。」
と
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
に
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
樹
液
に
集
ま
る
昆

みだ糸ぢとÜんÖて _

渡蕩蕩仗沙千雇

火
の
元
に
は
注
意
し
て

緊
蔦
書
噎
靖
苧
靖
和
天
凩
減
煩
雇

常総線快速スタート

欽寮姜太の

研栖径ö覧太

凡減嵩婦

沙千雇

〝
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
“

詳
紛
喬
日
´
緖
♂
｛
％
般

＝
璟
〇
⎩
仝
褒
秘

猪
候
敦
び
½
そ
ち
鐘
景
?
鍵
暫
é
嵩
婦
持
側

黛型ず但ù¿

嵩婦連剔蹟¡
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¿
め
ご
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催
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●● QP広報しもつま９月号広報しもつま９月号QQ

〈
敬
称
略
〉

平
成
17
年
度　
茨
城
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会　
県
西
地
区
大
会

（
７
月
２
・
16
・
17
・
21
日
）

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

東
部
中
学
校

◎
柔　

道

【
男
子
団
体
】

優　

勝　

東
部
中
学
校

【
男
子
個
人
】

60
㎏
以
下
級

第
３
位　

樽　

隼
輝
（
東
部
中
）

66
㎏
以
下
級

第
１
位　

松
崎
直
輝
（
東
部
中
）

第
２
位　

上
野
圭
祐
（
下
妻
中
）

第
３
位　

横
島
康
平
（
東
部
中
）

81
㎏
以
下
級

第
３
位　

草
間
健
太
（
下
妻
中
）

90
㎏
以
下
級

第
３
位　

為
我
井
章
浩
（
下
妻
中
）

【
女
子
団
体
】

第
３
位　

下
妻
中
学
校

【
女
子
個
人
】

44
㎏
以
下
級

第
２
位　

山
口
優
子
（
下
妻
中
）

52
㎏
以
下
級

第
３
位　

堀
越
な
つ
美
（
下
妻
中
）

70
㎏
以
上
級

第
１
位　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
男
子
団
体
】

第
３
位　

東
部
中
学
校

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

第
３
位　

森　

卓
哉
（
東
部
中
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

第
３
位　

霜
村
太
一
・
色
川
孝
秀

（
東
部
中
）

【
女
子
団
体
】

優　

勝　

東
部
中
学
校

準
優
勝　

下
妻
中
学
校

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

第
１
位　

庄
子
美
優
紀
（
東
部
中
）

第
２
位　

小
島
千
聖
（
東
部
中
）

第
３
位　

小
野
崎
め
い
（
下
妻
中
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

第
１
位　

佐
山　

皐
・
小
村
優
希

（
下
妻
中
）

◎
剣　

道

【
女
子
団
体
】

優　

勝　

東
部
中
学
校

【
女
子
個
人
】

優　

勝　

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

◎
サ
ッ
カ
ー

第
３
位　

下
妻
中
学
校

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
】

第
３
位　

下
妻
中
学
校

【
女
子
】

第
３
位　

下
妻
中
学
校

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
女
子
団
体
】

優　

勝　

下
妻
中
学
校

◎
陸
上
競
技
（
６
月
９
日
）

【
男
子
】

棒
高
跳
び

第
２
位　

寺
田　

登
（
下
妻
中
）

第
３
位　

斉
藤
邑
輔
（
下
妻
中
）

【
女
子
】

１
０
０
ｍ

第
３
位　

小
島
千
聖
（
東
部
中
）

◎
水
泳
（
６
月
24
・
25
日
）

【
男
子
】

１
５
０
０
ｍ
自
由
形

第
２
位　

青
木
健
幸
（
下
妻
中
）

第
３
位　

倉
林
起
八
（
下
妻
中
）

【
女
子
】

２
０
０
ｍ
自
由
形

第
２
位　

栗
島　

愛
（
下
妻
中
）

4
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

第
２
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

8
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

第
２
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

2
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
３
位　

黒
須
成
美
（
下
妻
中
）

2
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位　

川
下
美
香
子
（
下
妻
中
）

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
３
位　

鈴
木
茉
莉
・
栗
島
愛
・
黒

須
成
美
・
川
下
美
香
子
（
下
妻
中
）

平
成
17
年
度　
県
民
総
合
体
育
大
会

中
学
校
の
部
（
７
月
23
〜
31
日
）

◎
水　

泳

【
女
子
】

4
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

全
国
大
会
出
場

第
２
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

全
国
大
会
出
場

8
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位　

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

全
国
大
会
出
場

第
２
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

全
国
大
会
出
場

2
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
７
位　

黒
須
成
美
（
下
妻
中
）

関
東
大
会
出
場

2
０
０
ｍ
自
由
形

第
10
位　

栗
島　

愛
（
下
妻
中
）

関
東
大
会
出
場

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
４
位　

下
妻
中
学
校　

関
東
大
会

出
場
（
栗
島　

愛
・
黒
須
成
美
・
鈴

木　

静
・
鈴
木
茉
莉
）

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
】

優　

勝　

東
部
中
学
校

関
東
大
会
出
場

◎
柔　

道

【
男
子
団
体
】

第
３
位　

東
部
中
学
校　

関
東
大
会

出
場
（
柳
川
拓
人
・
箱
守
貴
之
・
松

崎
直
輝
・
樽　

隼
輝
・
樫
村
将
治
・

横
島
康
平
）

【
男
子
個
人
】

60
㎏
以
下
級

第
３
位　

樽　

隼
輝
（
東
部
中
）

関
東
大
会
出
場

66
㎏
以
下
級

第
１
位　

松
崎
直
輝
（
東
部
中
）

全
国
・
関
東
大
会
出
場

81
㎏
以
下
級

第
２
位　

草
間
健
太
（
下
妻
中
）

関
東
大
会
出
場

【
女
子
個
人
】

70
㎏
超
級

第
２
位　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

関
東
大
会
出
場

◎
剣　

道

【
女
子
団
体
】

優
勝　

東
部
中
学
校　

全
国
・
関
東

大
会
出
場
（
増
田
実
奈
美
・
高
野
明

代
・
飯
野
美
咲
・
吉
井
真
美
・
生
井

沙
也
加
・
鉄
羅
沙
耶
・
戸
井
田
美
穂
）

【
女
子
個
人
】

第
１
位　

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

全
国
・
関
東
大
会
出
場

通
信
陸
上
競
技
大
会
茨
城
大
会

（
７
月
９
日
）

【
共
通
男
子
棒
高
跳
】

第
３
位　

寺
田　

登
（
下
妻
中
）

２
０
０
５
年
度
Ａ
・
Ａ
Ａ
級
水
泳
競

技
大
会
（
７
月
10
日
）

【
女
子
】
13
〜
14
才
の
部

4
０
０
ｍ
自
由
形

第
１
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

2
０
０
ｍ
自
由
形

第
３
位　

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

第
１
回
総
和
町
家
庭
婦
人
柔
道
大
会

（
７
月
10
日
）

【
団
体
】

第
２
位　

高
道
祖
道
場（
横
島
知
子
・

横
瀬
恵
美
子
・
鷺
谷
由
美
子
）

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
茨

城
県
大
会
兼
関
東
大
会
予
選
会

（
８
月
６
日
、
霞
ヶ
浦
総
合
体
育
館
）

【
６
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

準
優
勝　

鈴
木
玲
緒
奈
（
下
妻
小
）

関
東
大
会
出
場

第
28
回
（
2
０
０
５
年
度
）
全
国
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季

水
泳
競
技
大
会
予
選
会（
７
月
31
日
、

笠
松
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
）

【
男
子
】

12
才
の
部

50
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　

第
３
位

塙　

純
哉
（
下
妻
小
）

12
才
の
部

2
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
３
位

青
木
健
幸
（
下
妻
中
）

15
才
〜
16
才
の
部

2
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　
　

第
３
位

黒
須
雄
大
（
下
妻
一
高
）

【
女
子
】

13
才
の
部

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
　
　
　

第
２
位

1
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
　

第
３
位

黒
須
成
美
（
下
妻
中
）

14
才
の
部

4
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
１
位

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

15
才
〜
16
才
の
部

2
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
３
位

4
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
１
位

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

4
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
３
位

鈴
木
美
香
（
八
千
代
高
）

と
び
う
お
杯　
第
20
回
記
念　
全
国

少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会

（
８
月
６
・
７
日
、
浜
松
市
江
之
島
水

泳
場
）

【
学
童
の
部
】

50
ｍ
自
由
形　
　
　
　

全
国
第
12
位

1
０
０
ｍ
自
由
形　
　

全
国
第
12
位

塙　

純
哉
（
下
妻
小
）

第
20
回
下
妻
市
近
隣
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
親
善
大
会
（
８
月
７
日
、

市
総
合
体
育
館
）

優　

勝　

下
妻
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

古
河
ク
ラ
ブ

第
３
位　

フ
レ
ン
ズ

　

〃　
　

八
千
代
ひ
ま
わ
り

第
56
回
茨
城
県
選
手
権
水
泳
競
技
大

会（
６
月
11
・
12
日
、笠
松
運
動
公
園
）

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

4
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
４
位

8
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　

第
２
位

　

７
月
31
日
（
日
）、
市
内
観
桜
苑

に
お
い
て
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
主
催
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
子
ど
も
会
か
ら

１
０
５
名
の
子
ど
も
達
と
育
成
者
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
子

ど
も
た
ち
に
様
々
な
遊
び
を
教
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
茨
城
遊
び
の

サ
ポ
ー
タ
ー
」
か
ら
５
人
の
指
導
者

を
お
招
き
し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
簡
単

に
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を
作

っ
た
り
、
観
桜
苑
の
自
然
の
中
で
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
各
単
位

子
ど
も
会
の
活
動
の
中
で
も
今
回
学

ん
だ
遊
び
を
実
践
し
、
子
ど
も
会
の

活
動
を
一
層
楽
し
く
充
実
し
た
も
の

に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
子
ど
も
会
花
壇

の
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞

　

中
郷
竹
の
子
子
ど
も
会

◎
優
秀
賞

　

新
町
鷹
の
子
子
ど
も
会

　

大
宝
と
き
わ
子
ど
も
会

　

加
養
仲
よ
し
子
ど
も
会

◎
優
良
賞

　

渋
井
子
ど
も
会

　

松
岡
松
美
子
ど
も
会

　

高
道
祖
朝
風
子
ど
も
会

◎
努
力
賞

　

西
町
子
ど
も
会

　

大
宝
ち
と
せ
子
ど
も
会

　

筑
波
島
風
の
子
子
ど
も
会

　

尻
手
子
ど
も
会

　

小
島
石
堂
若
葉
子
ど
も
会

　

樋
橋
本
田
朝
日
子
ど
も
会

　

高
道
祖
朝
日
子
ど
も
会

　

本
資
料
は
、
市
内
桐
ケ

瀬
地
区
で
使
わ
れ
て
い
た

も
の
で
、
明
治
時
代
に
製

作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
材
料
に
は
、
瓦
か
わ
ら

片へ
ん

入
り
の
土
お
よ
び
欅け
や
き材

が
使
わ
れ
て
お
り
、
土
の

表
面
に
は
黒く
ろ

漆し
っ

喰く
い

が
塗
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ま
輪
は
非
常

に
珍
し
い
土
製
（
黒く
ろ

漆し
っ

喰く
い

仕
上
げ
）
の
も
の
で
、
焚

口
の
縁
石
に
は
、
栃
木
県

那
須
町
で
産
出
さ
れ
る

「
芦あ
し

野の

石い
し

」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

か
ま
ど
は
、
昭
和
30
年

頃
ま
で
ど
こ
の
家
に
も
あ

り
、
薪
や
桑
の
粗そ

朶だ

木ぎ

を

燃
や
し
て
、
ご
は
ん
を
炊

い
た
り
、
お
湯
を
沸
か
す

の
に
使
用
し
ま
し
た
。

k蹴銚堊l

平
石　
　
豊 

６
歳
５
か
月
（
上
妻
幼
稚
園
）

±
±:

¢
わ
ね
ゐ
槢
Ü
ぞ

ぬ
ぬ
は
ふ
と
撝
わ
ú

ね
ぴ
ご
í
や
ず
と
¿
Ü
ん

ù
ち
ず
ゐ:

±
±
だ
ご
み
Ö
ず

ね
な
撝
ぐ
ふ
¿
ね
ú

í
や
ー
♀
⎩
ö

ó
て
ち
や
ぐ
ぬ
ち
ぐ
ぞ

ゐ
槢
Ü
ご
ù
ゐ
の
な
と
ち
げ

±
±
だ
ご
み
Ö
ず
ご
Ü
げ
ふ
¿
ぞ

【
解
説
】　

カ
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渡魅渡魅

敗俵側だ杯ねú敗俵側だ杯ねú敗俵側だ杯ねú

敗俵操奚 敗俵春原
電話で、高額な図書の勧誘を受けました。「付き
合ってもらわないと困る」としつこく言われ、怖
い口調だったため了解してしまいました。
６万円と高額です。２日後、図書が届きました。
解約できるでしょうか。

クーリング・オフの通知の書き方を説明し、商品
は着払いで返送するようアドバイスをしました。
＊この事例では、電話の勧誘でしたが、事前に連
絡がなく突然商品を送ってくる場合もあります。
これを「ネガティブオプション」といいますが、
受取拒否したほうがいいでしょう。万が一、受け
取ってしまった場合は、着払いで返送してくださ
い。

●● QRQS

　厚生労働省の平成１６年人口動態によると、がんに
よる死者が初めて３２万人を超えました。男女別死亡
数は、男性約１９万３千人、女性約１２万７千人と男
性のほうが高く、前年比増加数でも男性が女性を上回
っている状況にあります。これは男性の肺がん死亡の
増加が関係しています。このような状況をふまえ、国
立がんセンターでは、“科学的根拠に基づくがん予防”
の指針を発表しました。これは現段階で、日本人にと
って最も効果的な予防指針と言われており、数値目標
をはっきり掲げていることが特徴です。特に、“禁煙”
については、最も確実ながん予防法として「喫煙者が
たばこをやめれば、がんになる確率を３分の２まで減
らすことができる」と、重視しています。
【各がんの統計】
○死亡数（多い順に）　肺がん・胃がん・大腸がん
　　　　　　　　　　　肝臓がん・膵臓がん
○増加率（高い順に）   女性の乳がん・女性の
　　　　　　　　　　　肺がん・男性の肺がん
　　　　　　　　　　　前立腺がん・子宮がん
○都道府県別死亡率
　人口１０万人に対して２５０. ３人と全国で３５位
　茨城県のがん死亡率は少ないほう

會 楚旬 ¡んó がんによる死亡、32万人突破!　がん予防に数値目標入り指針発表

保健センター
☎ 43-1990

■科学的根拠に基づくがん予防指針
①たばこを吸う人は禁煙。吸わない人も他人のたばこ
の煙を避ける。
②適度な飲酒。日本酒換算で１日１合（ビールなら大
瓶１本）程度以内。
③野菜・果物は少なくとも１日４００ｇ。
　野菜は毎食、果物は毎日。
④塩

えん
蔵
ぞう
食品・塩分の摂取は最小限。食塩として１日

１０ｇ未満、塩辛や練りうになどの高塩分食品は週
に１回以内。
⑤定期的な運動の継続。ほぼ毎日合計６０分程度の歩
行など適度な運動、週に１回程度は汗をかくような
激しい運動。
⑥成人期での体重を維持。
　ＢＭＩで２７を越さない。　２０を下回らない。
＊ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）の２乗
⑦熱い飲食物は最小限。
　熱い飲料は冷ましてから飲む。
⑧肝炎ウイルス感染の有無を知り、その治療や予防の
措置をとる。

広報しもつま９月号広報しもつま９月号

水道事業所
☎ 44-5311

市では、水道未普及地区を解消し、上水道の
安定供給を図るため、平成１４年度より上水
道第３次拡張事業を進めています。
今年度は、江・尻手・黒駒河岸・平方・数須・
中郷・筑波島・平川戸および横根地区が工事
開始の対象となります。
工事期間中、何かとご迷惑をおかけしますが、
ご理解ご協力をお願いします。

今年度の工事をお知らせします

下妻市上水道第３次拡張事業予定
整備年度 地　区　名 説　明　会 工事開始 給水開始

平成17年度 江・尻手・黒駒河岸・平方・数須
・中郷・筑波島・平川戸・横根 平成16年度実施済み 平成17年

9月以降 平成18年4月

平成18年度
下田（高木川西）

樋橋・亀崎

平成16年度実施済み

平成17年11月実施予定
平成18年9月 平成19年4月

平成19年度 下田（貝越）・宇坪谷 平成17年11月実施予定 平成19年9月 平成20年4月

　国勢調査は、統計法（昭和２２年法律第１８号）第
４条第２項の規定に基づいて実施する人口に関する全
数調査（指定統計第１号）で、国内の人口の実態を把
握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目
的としています。
　国勢調査は、国の最も基本となる統計調査として、
大正９年以来５年ごとに行なわれており、今回の国勢
調査は第１８回目に当たります。
　平成１７年国勢調査は、社会経済が大きく変化しつ
つあるこの時期に行い、各種の施策の最も基礎となる
人口・世帯について、正に人口構造の転換期にある最
新の実態を明らかにするものであり、今後の行政施策
を推進する上で欠くことのできない重要な統計データ
ーを得るものとして、各方面から期待されているとこ
ろです。

　平成１７年１０月１日午前零時現在によって行いま
す。

　平成１７年１０月１日現在、日本に住んでいるすべ
ての方が対象です。

　９月下旬から、総務大臣が任命する非常勤の国家公
務員である国勢調査員が、全世帯を訪問して調査票を
配布し、１０月１日現在の状況をみなさんに記入して

いただきます。そして、１０月上旬に国勢調査員が再
び各世帯に訪問して調査票を回収します。

＊調査への回答は、統計法第５条により、国民の義務
として定められています。また、同法１９条では、不
申告または虚偽の申告を行った人に対する罰則規定も
あります。

＊平成１７年国勢調査では、個人情報の保護を一層徹
底させるために国勢調査員用に「個人情報保護マニュ
アル」を作成し、世帯のプライバシー意識に対する適
切な対応方法、秘密保護、封入提出調査票の取扱い、
調査票の厳重管理について、指導を徹底しています。
また、統計を作る目的以外に調査票を利用することは
固く禁じられており、秘密の保護の徹底が図られてい
ます。なお、調査票は外部の人の目には触れないよう
に厳重に保管され、集計が完了した後は溶解処理され
ます。

１人１人の協力により、国勢調査の結果が日本の明日
をつくるための基礎資料となります。ぜひ、調査にご
協力ください。

企画課
面捺 RXT

ふúやだ坪僮ヽU（U

水を大切に

国勢調査にご協力をお願いいたします
日本の明日をつくる基礎資料となる

２１世紀最初の国勢調査がはじまります
調査の目的・意義

調査の基準日

調査の対象

消費生活に関するお問い合わせは
緊蔦書研催牒麟蕩航〇％／U研催仭側応 RTMRRQQ 面捺 RQX

虫擾沙鍾固:面捺 RYT

調査の方法



日 月 火 水 木 金 土
Q
　  西南医療

R
　  西南医療
　  宇津野医院
　  ☎ 44-0311
　  ホワイト歯科医院
　  ☎ 44-8881

S
　  友愛記念
　  マタニティクラス
　  13:30 ～ 15:30
　  結核・基本健診
　  （江公民館）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

T
　  西南医療
　  元気アップ教室
　    9:30 ～ 10:30
　  結核・基本健診
（豊加美市民センター）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

U
@:@

　  結核・基本健診
（豊加美市民センター）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

V
　  湖南病院
　  のびのび遊びの広場
　  10:00 ～ 10:30
　  １歳児相談
 　 13:30 ～ 13:50
　  結核・基本健診
（勤労青少年ホーム）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

W

　  ぴよぴよ教室
　  10:00 ～ 10:30
　  ５か月児健診
　  13:30 ～ 13:50
　  結核・基本健診
（大町コミュニティセンター）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

X
　  友愛記念

Y
　  友愛記念
　  砂沼湖畔クリニック
　  ☎ 43-8181
　  第一歯科
　  ☎ 43-1190

QP
　  友愛記念
　  木村外科内科医院
　  ☎ 44-2527
　  あおぞら歯科医院
　  ☎ 45-0814

QQ
　  西南医療
　  パクパク離乳食教室
　    9:45 ～ 10:00
　  子宮がん検診
　  （保健センター）
　  13:00 ～ 13:30

QR

　  子宮がん検診
　  （保健センター）
　  13:00 ～ 13:30

QS
@:@湖南病院
　  すくすく相談
　  13:30 ～
　  子宮がん検診
　  （保健センター）
　  13:00 ～ 13:30

QT

　  子宮がん検診
　  （保健センター）
　  13:00 ～ 13:30

QU
@:@湖南病院

QV
　  湖南病院
　  中山医院
　  ☎ 43-2512
　  ひまわり歯科医院
　  ☎ 49-1115

QW
　  友愛記念

QX
　  西南医療
　  ＢＣＧ接種
　  14:00 ～ 14:45

QY
@:@

RP
　  西南医療
　  １歳６か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

RQ
　  
　  ３歳児健診
　  13:30 ～ 13:50

RR
@:@西南医療

RS
　  西南医療
　  中嶋医院
　  ☎ 44-3008
　  中山歯科医院
　  ☎ 44-1199

RT
　  友愛記念
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

RU
　  西南医療
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

RV　  
　  
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

RW
　  西南医療
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

RX
　  
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

RY
@:@西南医療

SP
　  西南医療
　  坂入医院
　  ☎ 43-6391
　  生井歯科医院
☎ 0297-42-8866

SQ
　  友愛記念
　  乳がん検診
　  予約制
　  （保健センター）

表
紙
に
よ
せ
て

‘′》？％ゝU〉々

火災・災害の時
市役所などの行事や催し物

☎44-3111
☎43-4000

i›£fi†‹‘·§fi›

下妻市の人口
-9月1日現在-

人　口　37,249 人（－ 58）
　男　　18,530 人（－  59）
　女　　18,719 人（＋　　1）
世帯数　12,043 世帯（＋ 75）

前年同期との比較

８月の交通事故

発生件数　24 (29) 205 (209)

死　　亡　  1 (  0)　 3 (    3)

負　　傷　34 (35) 265 (270)
（　）内は前年度

-累計-

Y舜だ勇同: 納期限は 9月 30日です

〔税　　目〕　　　　　　　　　〔口座振替引落日〕　
国民健康保険税（第３期）　 9 月 30 日
介護保険料（第３期）　　　 9 月 30 日
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総務省では、１０月１７日（月）から２３日（日）まで
の１週間を『秋の行政相談週間』と定め、全国各地で行
政相談所などが開設されます。
当市においては、角

かく
田
た
惟
のぶ
也
や
さんが行政相談委員として活

動しています。
行政相談委員は、法律に基づいて総務大臣から委嘱され、
皆さんの相談相手として、国の仕事に関する苦情などの
相談を受け付け、助言や関係機関に対する通知などを行
っています。
毎月第３金曜日、午後１時３０分から３時３０分まで、
市立中央公民館において開催している行政相談を『秋の
行政相談週間』にあわせて１０月は特設相談日として次
のとおり開催します。
【と　き】１０月２１日（金）
　　　　　午前９時～午後３時３０分
【ところ】市立中央公民館　１階和室
【問い合わせ先】市秘書課　内線２０２

■そうだ！行政相談委員に相談してみよう！
　秋の行政相談週間

広報しもつま９月号広報しもつま９月号

◆◆休日在宅当番医◆◆
　‥休日医　午前9時30分～午後4時
　‥歯科休日医　午前9時～11時30分
　　ひまわり歯科（八千代町若1282-5）
　　生井歯科（石下町新石下3832）

在
歯

◆◆ 　‥小児救急当番医◆◆
月・火・木・土曜日　午後6時～翌朝8時
日・祭日　午前8時～午後6時
湖南病院：湖南病院（下妻市長塚48-1）☎44-2556
西南医療：茨城西南医療センター（境町2190）☎0280-87-8111
友愛記念：友愛記念病院（総和町関戸726）☎0280-98-3511

小

保　‥保健センター業務案内 夜間応急診療所：土・日・祝祭日　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990

広報しもつま８月号１１頁に掲載の「温かい善意」中を、「下
妻市フラワーカップゴルフ大会実行委員会より、下妻母親クラ
ブへ１０万円、社会福祉事業基金として、５万９４７８円の寄
付がありました。」に訂正しお詫び申し上げます。

お詫びと訂正

広報しもつま８月号５頁に掲載の「厚生労働大臣から感謝状」
中、太陽鉄工株式会社　代表「松

まつ

木
き

　平
ひら

正
まさ

　事業部長」を「松
まつ

木
き

平
ひら

　正
ただし

　事業部長」に訂正しお詫び申し上げます。

QP舜だ敗俵 紋::::::争 綴::痴 咸ち壬äり寅

心配ごと
相談

10月  4日㈫
10月11日㈫　＊法律相談（第2庁舎中会議室）
10月18日㈫　
10月25日㈫
午後1時30分～3時30分（受付 午後1時15分～3時）

中央公民館1階和室 社会福祉協議会
☎44-0142

行政相談 10月21日㈮　＊特設相談 午前9時～午後3時30分 中央公民館1階和室 秘書課 内線 202

こころの
健康相談 10月12日㈬　午後1時～3時 市役所第2庁舎

小会議室
福祉事務所
内線 502

人権相談 10月28日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 総務課 内線 213

納税相談 10月30日㈰　午前8時30分～午後5時 市役所1階収納課 収納課
内線 170～173

（予約制）

（困りごと）

┤┣舜だ旬穣゛′％＼U┤┣舜だ旬穣゛′％＼U

（予約制）

急な病気やケガのとき、今診てもらえるお医者さんを探す ○インターネットでお医者さんを探す　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
○携帯サイトでお医者さんを探す　　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
○電話で探す（オペレーターによる案内）　 029-241-4199茨城県救急医療情報システム
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義
勝　

晴は
る　

菜な　

女

北
大
宝　

石
塚　

博
章　

千ち　

夏か　

女

北
大
宝　

渡
邊　

芳
夫　

篤あ
つ　

希き　

男

坂　

井　

長
場　

正
敏　

望み　

夢む　

女

若　

柳　

吉
田
日
出
夫　

千ち　

尋ひ
ろ　

女

若　

柳　

石
島　

太
郎　

康こ
う

太た

郎ろ
う　

男

大　

木　

塚
田　

直
樹　

遥は
る　

菜な　

女

前
河
原　

前
澤　

文
昭　

夏な
つ　

生き　

女

半　

谷　

大
島　

正
巳　

優ゆ
う　

太た　

男

小　

島　

内
田　

博
之　

賢け
ん　

吾ご　

男

小　

島　

海
老
澤
貴
則　

帆ほ
の　

夏か　

女

小　

島　

宇
津
野
久
男　

由ゆ　

衣い　

女

今　

泉　

飯
田　

友
則　

陽ひ
な　

向た　

男

柳　

原　

柴
﨑　

茂
行　

陽ひ　

菜な　

女

高
道
祖　

小
林　
　

稔　

優ゆ　

衣い　

女

高
道
祖　

𣘺
本　

希
美　

光こ
う　

遥よ
う　

男

高
道
祖　

大
里　

健
一　

璃り　

穏お
ん　

男

ぬ
ß
げ
わ
8
月
1
日
か
ら

8
月
31
日
ま
で
（届出）

住　

所　

  

世
帯
主
名　

 

死
亡
者  

年
齢

栗　

山　

松
田　

賢
治　

治　

朗　

76

栗　

山　

田
﨑　
　

章　

本　

人　

70

砂
沼
新
田　

古
澤　

元
子　

い　

よ　

89

新　

町　

内
山　

喬
夫　

時　

彌　

88

長　

塚　

大
川　

登
喜　

本　

人　

87

田　

町　

寺
田　

敬
藏　

本　

人　

73

大　

串　

飯
島　
　

寛　

本　

人　

73

平
川
戸　

野
部　

一
男　

清
一
郎　

92

北
大
宝　

飯
塚　

豊
二　

本　

人　

88

北
大
宝　

飯
塚　

洋
一　

つ　

る　

83

横　

根　

横
瀬　

徹
也　
　
　
　
　

90

若　

柳　

江
連　
　

満　

ヨ　

シ　

89

若　

柳　

佐
口　
　

冏　

チ　

カ　

91

貝　

越　

中
山　
　

護　
　

賢　
　

16

下　

田　

河
添　
　

正　

つ　

や　

86

大　

木　

髙
松　

光
三　

本　

人　

80

前
河
原　

須
藤　
　

貞　

千　

代　

83

　

江　
　

舘
野　

一
三　

本　

人　

48

山　

尻　

大
﨑　

光
義　

義　

男　

81

加　

養　

羽
生　
　

充　

本　

人　

39

加　

養　

山
中　

義
三　

孝　

一　

90

ぬ
ふ
Ñ
é
8
月
1
日
か
ら

8
月
31
日
ま
で
（届出）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。




